
■目 的

本中山地区あんしん歩行エリア効果検証

○平成22年度に策定した
「船橋市本中山地区あんし
ん歩行エリア事業計画」
に基づき実施された交通
安全対策事業の整備効果
の把握

【主な対策内容】

ｿﾞｰﾝ30 路肩ｸﾞﾘｰﾝ帯設置

ｽﾑｰｽ横断歩道 狭さく

交差点ハンプ 交差点カラー化
※船橋市本中山地区あんしん歩行エリア事業計画(H22.7)より(一部加筆)

■本中山地区あんしん歩行エリア事業概要図
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本中山地区あんしん歩行エリア効果検証

■効果検証 [[ゾーンゾーン30] 30] 

①人身事故年間発生件数
○ 57％減少となり、整備

効果が確認されています。
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【自動車交通量】(台/12H)

②車両走行速度
○自動車の最高速度が

10km/h低下(30km/h
台)しました。
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【ゾーン30】【人身事故発生件数】

40

50
【ゾーン30】(km/ｈ) 【最高速度】

③交通量
○自動車交通量は、

12％減少しました。
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※対策前：平成16～20年 対策後：平成24～25年

※調査地点⑥
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※小栗原小学校前面道路の断面交通量
(調査地点①(小栗原小北入口交差点))

7.0件/年

3.0件/年
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※本中山地区あんしん歩行エリア効果検証業務委託報告書より


